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外部の積損変化
平成16年12月に出されたf医撞制度改革大綱Jでは、「安
心・信頼の医療の確保と予防の重視Jがうたわれ、「患者の
視点に立った、安全・安心で質の高い医療が受けうれる体制

の構築」が目標として掲げうれました。そのために、 1)医療

情報の提供による適切な選択の支援、2)医療機能の分化・
連携の推進による切れ目の芯い医療の提供、3)在宅医痕

の充実による患者の生活の質(QOL)の向上という流れが

明確に示されています。

つまり、各病院の診療の内容などが分かり、患者さんやご

家族が自分たちで適切な医療機関を選択できるようにシス

テムを整え、専門分野に特化した医療機関で質の高い医接

を安全に、安心して受けることのでき、できるだけ早い時期

に住み慣れた自宅へと帰るととのできる体制を作り上げる

ということです。

これまでは、伺かの病気やケガで入院が必要となれば、近

所の噂や交通の便利なところ、または、設備の整った大きな

病院といった具合に受診先を決めていましたし、ある程度

改善して自宅に帰る状態となるまで、その施設でお世話に

砿ることが通例でした。しかし、無駄を省き、質も保証する

には、一つの施設ができることを限定し、施設同士がつながっ

て患者さんが適切な施設へ移っていく方法が良いという判

断です。 これに従うと、これまでのように一つの施設です、っ

と治療を受けることはできなくなります。

島田病院の役割
告医撞機関にとっても対応が求められます。漫然ととれ

までと同樟のやり方を続けるのでは芯く、制度改革lご適用し

ていかねばなりません。地域か5求め5れる分野で上質の
ケアを提供しようとしても、「自分たちのできること」や「や

りたいととJから出発するしかありません。 当院でも、自分
たちの得意分野やその質を分析し、地域ニーズと私たちの

能力、その両方の観点かう、双方にとって意義がある対応を

模索しています。

具体的には、さ5芯る専門的な整形外科診療への取り組
みです。一つの特徴はスポーツ選手のケガへの対処です。

スポーツ選手の現場への復帰をサポートするには、通常よ

り密度の濃いリハビリテーションが必要で、その機能の充実

に努めてきました。これをさらに充実させます。また、一般

の整形外科診療においても、機能維持をサポートし、自分5

しく生活していただけるよう ( 。
支援するにはやはりレベルの 、'--J)
高いリ}¥ビリテーションの実施 九 1 量嗣耳語l~
が不可欠です。これからも、す ドシ/¥) ー，一一一ーー'

eての方を対象として、整形 U 

外科疾患の予防かう治療、そして、機能障害からの回復や

機能の強化に、これまでの過程で身につけてきた知識や経

験を活かしていきたいと思っています。

今年の課題lit?
ということで、これかうも私たちの目標は「リハビリテーショ

ン機能の充実した整形外科専門病院」として内容を充実さ

せていくととです。整形舛科が対象とする病気やケガに対

する診療の質を高め、心に届く説明を心がけ、安全に、多職

種によるチームで、地域の方々に提供して参りたいと思って

います。しかし、私たちの活動は厚生労働省の掲げた地域

での診療のシステムのほんの一部です。地域で異花王る機能

を持つ他の医擾機関との「連携」がこれまで以上に必要となっ

てきます。「前は、外来で診てもろうてて具合が悪なった5、
良うなるまでゆっくり入院できたんや。との頃はやかましい

なあjという感想も聞きます。確かに、融通は利かなくなっ

たし、近くではアカンといわれるし、使いづ、うくなった面も

あります。しかし、これだけそれぞれの専門領域での診療が

高度で複雑になると、とても一つの治療機関で質の高い診

療はできなくなりました。他の医療機関とうまくつながって、

との地域で生活していて医療については安心できると評価

していただけるよう、私たち芯りに役目を果たして参りたい

と思っています。

最後に

相談室lごは「母が入院してる病院で3か月になるかう出

ていって欲しいといわれて、新しい病院探してますねんJと
連絡が入ったりします。どのようなケアが必要な方か紹介

状をお願いし、当院での対応が適切で可能となれば、転院

の手続きをしていただきますが、求めうれるケアが当院の

機能と合致しない場合は他院をご紹介するととになります。

ある意昧、不便になったと感じられるかもしれませんが、

ご理解とご協力のほど、これからもよろしくお願い申し上げ

ます。

島田病院院長島田永和

〈島田病院理念〉
人間愛と確かな技術に基づき

職員全員による患者さま本位の

ヘルスケアサービスを通し

地域の積極的広健康づくりに

関与する病院を目指します

く使命〉 く聡員憲章〉

良質のヘルスケアサービスを
効率よく地域の方々に

提供し続けます

私たちは、その人がその人5しく
自分の人生を全うするととを

心(Heart)と技術(Hands)で支援します



インフォメーション

特別講師にスポーツ内科医の賀来正俊先生をお迎えし、 .スポーツスランプについてjご講演をいただきます。

賀来先生は 「スポーツ内科学」を日本で初めて構築しましたcかつて陸上競技短距離選手で100m1 1秒2の

記録を有する快速ドクターです。

オリンピックやワールド、カップ、世界選手権、Jリーグなど約30競技種目選手の主治医であり、「たけしの本当

は怖い家庭の医学」など、数々のTV番組に出演、資料提供をされています。貴重なお話を聞くことのできるチャ

ンスです。陸上競技を始め、あ5ゆるスポーツを行っている方、指導されている方、ぜひご参加ください。

-開催日時平成19年2月3日(土)

開場16:00 開演 16:30 懇親会 19:00(2 1:00~了)

・会 細 部ホテル大阪 4F 大和の聞
干543-0001大阪市天王寺区上本町6-1-55
("06-6773-1 1 1 1 (代表)
アクセス.近鉄上本町駅/隣り

地下鉄谷町線・干目前線谷町九丁目駅より徒主主5分

・プログラム

16:00 受付関始

16:30投球障害のリハビリテーションについて
講 師 医療法人永広会 島田病院

理学療法士 清口大五

17:oo f特別講演 『スポーツスランプについて1
1講 師スポーツ内科医 賀来 正俊 ; 
; 鍵来医院院長 ! 

くOBESPORTS ACADEMY代表 j 

19:00懇親会

.定員 150名(予約制)

..加費 一般3.000門 学生2.000円
資料-懇親会飲食代含む(当日、受付にてお支払い下さい)

・お申し込み・お問い合わせ

第13回スポーツ選手・指導者交流会事務局
(はびきのヴィゴラス内)

TEL/FAX:072-953-1007 

・お申し込み闇め切り日

平成19年1月27日

: ~図病毎号ホームへージ ; 

;http//州川田内ful.he日Ith.or.jp/shimadahp/shimadatop.htm: 

lからもお指し込みかできますυ

I (トッフページのインフォメーシヨンからアクセスしてください).

惨 a鶴
・警の感染症

毎年冬の寒さがt曽してきますと毘邪だけでなく、インフ

ル工ンザに穫患される方が増えてまいります。 先月12月は

感染性胃腸炎という著明な躍吐と下痢を症状とする疾患

が非常に流行いたしました。とれらの感梁症Ia:ウイルス性

の疾患で、インフルエンザは抗ウイルス薬 (タミフルなど)

を処方しますし、感染性胃腸炎の場合は、点滴や胃薬や整

腸薬等での治療を行います。38度以上の発熱や全身倦怠

感等の症状があれば、早めに医療機関を受診され、下痢や

瞳吐の場合は、家庭内での手洗いなどを行うことをおすすめ

いたします。

当院内科でもこれらの疾患に対して積極的に診療させて

いただいております。もちろん、防寒・うがい・手洗い・栄養バ

ランスのとれた食事・適度tJ-連盟2・規則正しい生活リズム等
を実践するととが愚大の予防法ですので、感染症の予防に努

め5れることをどうぞよろしくお願い申し上げます。
内科医長 値団 秀樹

ra日・ii f-ddヨ坊主11で手 -=- -----.-..... 

テーマ「バスケットボールJ-正しいジャンプ動作について~
講 師 :島田病院理学療法士丸山良子

Id;ひ'きのヴィコラストレーナー 大西敏之

日 跨 :平成19年2月22日(木)1 9:00~20 : 30 

開催場所'はびきのヴィコーラス

費 用:1人工050円(税込) 当日、受付にてお支払いください。
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当日は実1支も行いますa運動めできる服装、シュ ズをと鈴望書えださい。{隻衣室はと用意しております)

時間合わぜl描忠商脚下1陪 TEL/FAX 072・953-1007
はびきのヴィコラスまで E-mail vigorous@heartful-health.or.jp 

http:vigorous@heartful-health.or.jp


按球障害肩のリハビ‘リテーション

投球障害肩とは?

投球障害肩は「日常生活ではほとんど痩痛はなく、投球動作において底痛を主訴とする疾患の

総称」と言われ、繰り返す投球動作により、肩関節を構成する骨・軟骨・筋健・関節唇・関節包など

複数の組織、部位に障害を生じます。

原因

投球によるオーバーユースにより、インナーマッスルとアウターマッスルのインバランスによって

生じます。 このインバランスは後方の肩関節の硬さや、肩甲骨の運動低下によって障害を生じます。

また、それだけでなく、投球動作は下肢かう上肢へとエネルギーを伝達する運動連鎖で成り立つ

ため、体幹や股関節の機能低下によっても生じます。

[良い例]

固 リハビリテーシヨン

右肩甲骨の引き寄せ・
挙上もできており、
肩後方の柔軟性も良い。

[悪い例]

左肩の聞きが早く、

右肩甲骨の引き寄せ・

挙上がでておうす、
肩後方の柔軟性も

低下している。

今回は上記写真を参考に、肩の後方が硬い場合と肩甲骨の引き寄せが低下している場合の

リハビリテーション例を紹介します。

@肩後方のストレッチ @広背筋・上腕三頭筋のストレッチ

諮問白色0・m・222躍な
@肩甲骨周囲のストレッチ(1) C9T肩甲骨周囲のストレッチ(11) 

両手を顔の前かう横にひろげる。 両手を頭の上かう、下方に引き下げる。

※肩甲骨をよせるように11往復20回行う。 ※頭の上では手の甲を合わせる"

※引く時は“W"の字になるように"往復20回行う。

す投球障害肩の症状改善・予防には樺々な原因があり、肩関節のストレッチだけでなく、体幹・股関節の藁軟性、筋力など

全身的なケアーが大切となります。このため、練習の前後には必すストレッチや日頃かうのトレ一二ンクーが必要です。



はあとふるの目

台所l
量近、多くのメディアで取り上げ5れている、 「メタポリツクシンドロームJを皆さんは
ご存知でしょうか?

日本での肥満や脂肪細胞の研究の成果をもとに、日本人に合うようにつく5れた新し
い病気の概念です。内腿脂肪症候群ともいわれ、動脈硬化の強力な危険因子と芯ります。

前回に引き続き、今回も、メタポリツクシンドロームの予防について考えてみましょう!

内臓脂肪を減少しましょう!
内臨脂肪の蓄積を背景に起ごっているメタボリツクシンドロームを予防・改善するには、毎日の食生活を

見直して、内臓脂肪の漏少に努めましょう。

生活のPOINTSすためのをz

*一日3食規則正しく食べる

*間食は控えめに

*夜遅くに食べない(寝る前3時間はダメ)

*食べ過ぎない(腹八分目)

*野菜、海草、きのこをたっぷりと

慢D、いろいろな食晶を食べる

*魚・大豆製面か5、たんぱく買を
しっかり摂る *よく味わって、楽しい食事をしましょう

* rながう食いJrやけ食い」をしない*飲酒は適

を減らす食材選びと のコツ美味しく食べて内

.3， 簡の割剥晶を低

を適量

低脂肪の自身魚、と、DHA・IPAを

含む宵魚をハランスよく遣部

また、骨付きを溢ぶζとて、

見た目のボリュームがでる上、

食べるのに手聞がかかるので、

食べ過ぎ防止になります

自身魚と膏

tli 位を肉la
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乳脂肪の取りすぎにも注意

低脂肪乳や無脂肪ヨーグjレト

を選びましょう

フライパン
フッ素樹脂加工のフライHン
を使うことで、5$をほとんど
使わす調理ができる

また、妙めて出てきた肉の

~ijをキ‘YチンペーJ 'Î.ーで吸い取れ1晶、
さらにエネルギータウン

パラよりもヒレやももを遷ぴ、

脂身や鶏肉の皮はカット

野栗let大きく切る

料理のボリコームが熔え、

噛む回数も縫えるので、

食べ過き閣止になります

島田病院では、このニューズ・レターが病院と患者様を結i"$iコミュニケーションツールとなるよう願っています。

ぜひ、みなさまかうのご意見、ご感想を館内各所に設置している「きくぞう君(ご意見箱)Jまでお寄せください。
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干583-0875大阪府羽曳野市樫山100-1

T eI.072-953-1 001 Fax.072-953-1552 

予約専用電話Tel.072・953・1051
ホームページ http・//www.hea円ful-health.or.jp

病院医療法人(財団)

永 広会

http://www

